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世界の「言葉の壁」をなくす

関係する企業や関係省庁等と連携、協力しながら、まずは６年間のロードマップを共有して取り組む

（プロジェクト１）病院、商業施設、観光地等における社会実証 【国家戦略特区等における活用】
産学官の連携により、大規模プロジェクトとして多様なアプリケーションを集中的に整備して社会実証を実施する。

（プロジェクト２）多言語音声翻訳の対応領域、対応言語を拡大するための集中的な研究開発投資
旅行会話のほか、防災・減災分野、医療分野、生活分野を重点分野として翻訳精度を向上するとともに、対応言語数を拡大する。
また、多人数の同時翻訳や同時通訳の実現などの更なる高度化に向けて集中して研究開発投資する。

（プロジェクト３）2020年東京オリンピックにおける社会実装
世界からの注目が集まる東京オリンピックを機会に、「言語の壁」がなくなる社会をショーケースとして世界に発信する。

行動 （Action）

ミッション（Mission）

（１） グローバルで自由な交流の実現
様々な会話を高精度に翻訳できる多言語音声翻訳システムにより世界の「言葉の壁」をなくし、世界中の誰もが国境を越えて自由に交流する社会を
我が国の技術によって実現する。

（２）日本のプレゼンス向上
医療機関での会話の支援や多言語での災害情報の配信など、多言語音声翻訳システムを世界に先駆けて社会実装することにより、
外国人が暮らしやすい国を実現し、日本の価値と魅力を高める。

（３）東京オリンピック・パラリンピックでの「おもてなし」
2020年の東京オリンピック・パラリンピックにおいて、多言語音声翻訳システムにより世界から集う選手、観客等を「言葉の壁」を感じさせる
ことなく「おもてなし」する。

ビジョン （Vision）

「グローバルコミュニケーション計画」 （２０１４年４月 総務省）

～多言語音声翻訳システムの社会実装～
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音声認識
音声を文字に変換

多言語翻訳
日本語を英語に翻訳

ekiwadoko
desuka

駅はどこ
ですか

The station 
where is

Where is 
the station 

コーパス：自然言語の文章を品詞など文の構造の注釈をつけて構造化したものを大規模に集積したもの

• 声を聞き取って文字に変換

•日本語のコーパスを参照して
文字を並び替え

日本語の音声・文字コーパス

•コンピュータにある日本語と英語の対訳
コーパスから同じ意味の英語を探索

•英語の文法に合わせて自然な英語に
並び替え

日本語と英語の対訳コーパス

•文字を自然な音声
に変換

英語の音声コーパス

「駅はどこですか」

「Where is the Station?」

音声入力 ネットワーク上のサーバへ
入力された音声を送信

ネットワーク上のサーバから
翻訳された音声が戻ってくる

音声出力

翻訳アプリ

多言語音声翻訳技術の研究開発の推進

 「グローバルコミュニケーション計画」に基づく取組により、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の多言語音声翻訳技
術は、AI（ディープラーニング）技術も導入し、翻訳精度を実用レベルまで向上させ、対応言語を12言語まで拡大。

音声合成
文字を音声に変換

サーバ内の処理

多言語翻訳にディープラーニング
技術を導入するためのAI学習用計
算機（GPGPU）等をＮＩＣＴに整備

NICTの対応言語（実用レベル）

1 日本語

訪日外国人対応

2 英語

3 中国語

4 韓国語

5 タイ語

6 インドネシア語

7 ベトナム語

8 ミャンマー語

9 フランス語

10 スペイン語

11 ブラジルポルトガル語
在留外国人対応

12 フィリピン語



3多言語音声翻訳プラットフォーム

多言語音声翻訳プラットフォーム

音声認識技術

NICTの多言語音声翻訳技術
（総務省研究開発成果を含む）

翻訳技術

音声合成技術

翻訳アプリ

技術をより使い易くする

従来、サービス毎に翻訳サーバを立ち上げる必要が
あったが、ネット経由で簡単に翻訳機能の提供が可能に

低コスト化の推進

翻訳クラウドサーバが共用可能となることで、運用コスト
を低減し、翻訳技術の低廉な活用が可能に

NICTの技術とサービス提供者をつなぐ「橋渡し」の役
割を担う

総合窓口
案内

翻訳ができる
飲食店オーダー端末

翻訳が
できるレジ

ライセンス
契約

商用レベル
に改良

(安定化・メンテ
ナンス容易化)

 NICTが開発した多言語音声翻訳技術をサービス提供者がより簡便に利用できる環境を整備するため、ライセンス契約により

民間企業に広く利用を開放する「多言語音声翻訳プラットフォーム」を本年４月に構築。

 サービス提供者は、サーバの構築・運営・管理等の技術が不要となり、端末・アプリの開発に集中することができる。

⇒ 民間サービスの実用化・普及を促進



4多言語翻訳技術の社会実装

鉄道

タクシー･飲食･宿泊など

郵便

消防警察

「接客音声翻訳」
三菱地所(凸版印刷）

「救急ボイストラ」
消防庁

「駅コンシェル」
日立ソリューションズ･テクノロジー

電話利用

「多言語翻訳アプリ」
日本郵便(凸版印刷）

「医療機関向けハンズフリー
多言語音声翻訳システム」

富士通

「NEC翻訳」
日本電気

「ili インバウンド｣
ログバー

「対面ホンヤク」
パナソニック

ショッピング･飲食など

IPテレフォニー向け
｢多言語音声翻訳ソフトウェア｣
日立情報通信エンジニアリング

「SmaLingualシリーズ｣
スマートカルチャーゲートウェイ
見果てぬ夢[IP Dream]

「医療通訳タブレットMELON｣
コニカミノルタ

「しゃべって翻訳for A」
ATR-Trek

病院

観光地など

「ili(イリー)｣
ログバー

「どこでも翻訳」
フィート

「mimi 音声翻訳
powered by NICT｣

フェアリーデバイセズ

「POCKETALK W｣
ソースネクスト

「TOTTRA｣
鳥取県ハイヤータクシー協会

(フェアリーデバイセズ)

｢Fairy I/O Tumbler T-01｣
フェアリーデバイセズ

「はなして翻訳｣
NTTドコモ

「TabiTra」
凸版印刷

･「PIT/スマホと腕時計型端末」岡山県警
･「VoiceTra」道府県警(NICT)※実証実験中

「VoiceBiz(ボイスビズ)」
凸版印刷

自治体･学校

「みらい翻訳プラットフォーム
音声翻訳APIサービス」

みらい翻訳

プラットフォーム

「多言語音声APIサービス」
日本電気

「mimi®クラウドAPIサービス」
フェアリーデバイセズ

観光施設･宿泊など

東京
TOKYO

(「鉄道向け多機能翻訳アプリ｣
京急･NICT･ブリックス･日立G
※実証実験時）

「おてぽん!音声翻訳｣
リクルートコミュニケーションズ

工場

「多言語業務向けシステム」
住友ゴム工業(ATR-Trek)



5「VoiceTra」の機能更改 （相手方言語の自動識別機能）

 翻訳装置では、何語で話すのかをあらかじめ設定する必要があるため、相手が話している言語が何語か分からない場合には
使用が困難。

 NICTの「VoiceTra」では、入力された相手方言語が何語なのかを自動識別する機能を開発。８言語（※）に対応した同機能を
本年１０月１日から実装。

（※）８言語：日本語、英語、中国語、韓国語、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、ミャンマー語
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 大企業による製品だけでなく、多様な翻訳装置の出現を促すため、世界の「言語の壁」をなくす新しい
「①アイデア」と「②試作品（アプリ・サービス・製品）」を募集して、最も優秀なものには総務大臣賞を授与する
「多言語音声翻訳コンテスト※」（第２回）を開催。 ※ 【主催】 総務省、情報通信研究機構(NICT)

第２回多言語音声翻訳コンテストの実施について

日程
①アイデアコンテスト

対象：中学生以上
募集作品：アイデア

②試作品コンテスト
対象：中学生以上

募集作品：アプリ・サービス製品

令
和
元
年

10/1(火)
[報道発表]

11/20
(水)

募集締め切り
（書類審査）

12/14(土)
@TEPIA

ホール
(東京都港区)

令
和
２
年

2/6(火)
募集締め切り
（書類審査）

3/14(土)
@TEPIA

ホール
(東京都港区)

アイデアコンテスト開催
（プレゼン審査）

試作品コンテスト開催
（プレゼン・試作品デモ審査）

アイデアコンテスト受賞者が製作
した試作品をもって合流可能

⇒最も優秀な作品に
総務大臣賞を授与

●募集期間中、誰でも自由に多言語翻訳技

術を試作できるよう、NICTが「サンドボックス

（砂場）サーバ」を広く開放（多様なサー

ビスの出現を促す環境を整備）

募集開始（高市大臣から閣議後会見で発表）

多言語翻訳サンドボックスサーバ
（自由に使えるお試しサーバ）



7（参考） 第１回多言語音声翻訳コンテストの実施概要

賞名 作者（チーム）名（敬称略） 作品名

総務大臣賞（最優秀賞） 若林 秀樹 E-Traノート（イートラノート）

NICT賞（次点） 西本 匡志 教えて、プログラミング！

優秀賞 河原 慶太郎 写して翻訳

優秀賞 仲村 怜夏 RINRIN -翻訳機能付き防犯ブザー-

優秀賞 Let’s meet in Japan 2020 車載・ライブ配信で使う
ハンズフリーコントロール・翻訳機

総務大臣賞授与の模様

総務大臣賞受賞作品
「E-Traノート（イートラノート）」

○学校と外国人保護者をつなぐ多言語
連絡帳システム

－教員が作成した日本語メッセージを多言
語に一斉翻訳して、イラストや資料とと
もに保護者に送信することが可能

－保護者からの反応は、翻訳して、日本語
で教員に表示

開催日時：平成３１年３月２日（土）１３：３０～１７：５０ 場所：TEPIAホール（東京都港区）



8今後の研究開発目標

 訪日外国人及び在留外国人は年々増加し、外国人との交流の機会は今後ますます増える見込み。
2025年には大阪・関西万博も控え、ビジネス・国際会議の場面も含め、多言語翻訳技術の更なる高度化が必要。
※訪日外国人数（年間）：約3,119万人(H30)、在留外国人数：約273万人(H30.12月)

 「統合イノベーション戦略」及び「AI戦略」では、2025年度までに｢同時通訳｣、｢議論に利用できる翻訳技術｣の実現などを目指
す目標設定。

 総務省としては、多言語翻訳技術の更なる推進のため「グローバルコミュニケーション計画」の次期計画の検討を進め、
来年度からAIによる同時通訳等を実現するための研究開発を実施。

短文の逐次翻訳

※今年度中に12言語を実用レベルで実現見込み

文脈に応じた語彙の統一
（例：「携帯会社」「モバイルキャリア」→「携帯電話
事業者」）

話者の意図の補完
（例：「奈良時代」→「８世紀」）

同時通訳
「駅はどこですか」

「Where is the Station?」

音声入力 ネットワーク上の
サーバへ入力
された音声を送信

ネットワーク上の
サーバから翻訳
された音声が
戻ってくる

音声出力

翻訳アプリ
VoiceTra

現在 今後

高精度・低遅延な

同時通訳の実現

「江戸時代
初頭に･･･」

(英)In the beginning 
of the seventeenth 

century・・・
詳細な

内容を･･･

(中)17世纪初・・・・ (英)Yes, …

本部

現場

※対象言語の拡大（総合的対応策を
踏まえた言語追加）も目指す


